
令和元年度「選挙出前トーク」の実施予定（11、12 月分）について

愛知県選挙管理委員会及び県内市町村選挙管理委員会では、選挙権年齢の入口と

なる高校生に対して、選挙の重要性を認識してもらうために、2005 年度から毎年

「選挙出前トーク」事業を実施しています。 

この度、愛知県選挙管理委員会が 2019 年 11、12 月に実施する学校（高等学校等

７校）を決定しましたので、お知らせします。 

なお、2020 年１月以降の実施校については、日程が決まり次第、発表します。 

１ 「選挙出前トーク」とは・・・ 

選挙管理委員会事務局の職員が、学校の授業の１コマを利用して、 

① 選挙制度や投票の意義等の説明

② 明るい選挙推進サポーター(※)等が候補者になって、生徒の前で立会演説 

③ 本物の投票箱や投票記載台を用意し、実際の投票所を再現して行う模擬投票 

④ 投票用紙計数機を用いたデモンストレーション 

を行います。 

実施にあたっては、市町村選挙管理委員会の職員に協力をお願いしています。 

（※）「明るい選挙推進サポーター」 

若者向けの選挙啓発事業の企画・実施に携わっていただくことを目的に県選挙管理 

委員会が2005年度に設置した若者のボランティア組織で、現在９名に委嘱していま 

す。 

２ 実施日時及び実施校 

  別紙のとおり 

３ 取材について 

取材を希望される場合は、学校の入校許可をとる必要がありますので、実施日

の２営業日前の正午までに愛知県選挙管理委員会事務局まで御連絡ください。 

連絡先：℡052-954-6069 

2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日（金） 

愛知県選挙管理委員会事務局 

担 当 服部、有田 

内 線 2234、2235 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 052-954-6069 
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市町村名 学校名 学年 人数 クラス数 実施日 時間

豊 田 市 豊田大谷高等学校
（豊田市保見町南山１）

3 年 250 7 11月7日（木）
午後２時35分から
午後３時25分まで

西 尾 市 県立一色高等学校
（西尾市一色町大字赤羽字上郷中14）

2 年 215 6 11月21日（木）
午後２時40分から
午後３時30分まで

稲 沢 市 県立稲沢東高等学校
（稲沢市大塚南６－33）

1～3年 470 18 11月22日（金）
午後１時25分から
午後３時15分まで

豊 橋 市 県立豊橋商業高等学校
（豊橋市向山町官有地）

2 年 280 7 11月25日（月）
午後３時20分から
午後４時10分まで

岡 崎 市 県立岩津高等学校
（岡崎市東蔵前町字馬場５）

2 年 203 6 12月４日（水）
午後２時30分から
午後３時20分まで

設 楽 町
県立豊橋特別支援学校

山嶺教室
（北設楽郡設楽町清崎林ノ後５－２）

高 等 部
1・ 3年

4 2 12月12日（木）
午後１時25分から
午後２時15分まで

大 府 市 県立大府高等学校
（大府市月見町６－180）

2 年 320 8 12月16日（月）
午後２時20分から
午後３時10分まで

令和元年度11、12月　選挙出前トーク実施校一覧(県選管実施分)
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 別紙 



選挙出前トークについて 

(1) 目  的 

未来の有権者である小中高生に対して、選挙に関する講義や模擬投票などを実施するこ

とにより、就学時から選挙の重要性を認識してもらう。 

(2) 実施内容 

社会科や、総合学習の授業として効果を得るため、概ね以下の内容で実施した。 

① 県選管職員による講義 

選挙の意義、投票率、若者の投票について等 

② 模擬投票                       

明るい選挙推進サポーター等が候補者となり、「私の理想のまちづくり」をテーマに

演説し、投票する。 

③ 投票所の解説 

④ 開票作業のデモンストレーション等 

⑤ 質疑応答 

⑥ 明るい選挙推進サポーターから児童・生徒に対してメッセージを伝える。 

(3) 実施区分 

市町村選管：小学校及び中学校 

県 選 管：高等学校 

※名古屋市選管は小学校、中学校、高等学校を実施。 

(4) 実施状況 

① 団体数 

   県選管実施分  2018 年度 高等学校等 15 校（13 市町） 

          2019 年度（10 月末まで）  高等学校等５校（５市町）  

② アンケートに寄せられた意見・感想（高校生） 

・ 自分たちが有権者になるのだと実感できた。 

・ 模擬投票を経験することで、選挙のイメージがつかめた。 

・ 投票が難しいことだと思っていたが、やってみると思っていたより簡単だった。 

・ 実際の選挙があれば、積極的に行こうという考えを持つようになりました。 

・ 若者が選挙に行かないことの影響を多くの人に知ってもらうことが重要。 

・ 投票用紙にも様々な工夫がされていることに驚いた。 
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